
京都大学環境安全保健機構　シンポジウム

京都大学環境賦課金制度の検証と今後

京都大学環境安全保健機構　ワークショップ

省エネ・省CO2対策の実証報告
平成24年1月13日（金）　9:30～12:00

9:30～ 9:35 　開会挨拶　京都大学施設部長　並河　宏明　
9:35～ 9:55 　京都大学の環境配慮に関する取組について

（エコモニター隊・エコWeb宣言等）
○学生等による環境配慮に関する取組についての報告

11:05～ 12:00 　京都大学における省エネルギー・省CO2
　　マスタープランについて
○講　　演　11:05～11:35　 ㈱日建設計総合研究所

主任研究員　髙橋　直樹
○質疑応答　11:35～12:00

9:55～ 11:05 　京都大学におけるESCO事業
○京都大学のESCO事業の概要

9:55～10:05　 京都大学施設部環境安全保健課
　　　　　　 企画調整室長　塩田　一裕

○各社による講演・質疑応答
10:05～10:20　オリックスファシリティーズ㈱
10:20～10:35　㈱関電エネルギーソリューション
10:35～10:50　中央電設㈱
10:50～11:05　㈱山武

（総合司会）京都大学施設部環境安全保健課長　大塚　正人

11:00～19:30　国際交流ホールにて、各社パネル展示
講演各社の講演内容のパネル展示、各社の省エネ・省CO2技術の展示・発表

京都大学の環境配慮に関する取組について

京都大学におけるESCO事業

京都大学における省エネルギー・省CO

京から始まる
省エネ・省CO2の新たな展開

主    催：京都大学環境安全保健機構
ホームページ：http://www.esho.kyoto-u.ac.jp/index.php
※右上部てんとう虫の写真は、「京都大学環境報告書　表紙公募」により選ばれた沖田真弓さんの作品です。
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平成24年1月13日（金） 9：30～17：40日時

京都大学時計台記念館　百周年記念ホール
（駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。）

会場

500名（事前申し込みが必要）定員 ※申込は機構ホームページにて、御案内いたします。

京都大学環境安全保健機構　シンポジウム

京から始まる省エネ・省CO2の新たな展開
平成24年1月13日（金）　13:00～17:40

13:00～ 13:15 　開会挨拶　京都大学総長　松本　紘

13:15～ 13:35 　環境賦課金制度による省エネ・省CO2対策の検証と
　今後の展開
○環境安全保健機構長　大嶌　幸一郎

13:55～ 14:15 　大学キャンパスの省エネ・省CO2
その特質と課題
○京都大学環境・エネルギー専門小委員会委員長
　京都大学エネルギー科学研究科教授　塩路　昌宏

14:15～ 14:45 　今後の国立大学法人が取り組むべき省エネ・省CO2等
の対策
○文部科学省大臣官房文教施設企画部技術参事官　岡　誠一

14:45～ 15:00 　休憩

13:35～ 13:55 　環境報告書2011について
○環境安全保健機構　環境科学センター教授　酒井　伸一

15:00～ 15:40 　地球環境の未来と京都大学の役割
○滋賀県琵琶湖環境科学研究センター長・京都大学名誉教授
（京都大学大学院地球環境学堂・学舎　初代学堂長及び学舎長）
内藤　正明

　地球温暖化対策と環境賦課金制度
○京都大学大学院地球環境学堂教授　植田　和弘

15:40～ 16:20

17:40 　閉会挨拶　環境安全保健機構長　大嶌　幸一郎

16:20～ 17:20
（質疑応答 17:20～ 17:40）

　パネルディスカッション…
　大学における省エネ・省CO2対策の現状と課題
京都の私学の環境分野の事務総括担当者、基調講演者2名、環境安全保健機構から
機構長以下教授等。（同志社大　西山環境保全実験実習室センター課長、立命館大　
志方施設担当部長、内藤先生、植田先生、大嶌機構長、並河部長、酒井先生、塩路先生）

（総合司会）環境安全保健機構　環境科学センター助教　浅利　美鈴
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18:00～19:30　意見交換会（国際交流ホール） ※参加費3,000円　事前申し込みが必要



京都大学環境安全保健機構シンポジウム担当　行

◆『京から始まる　省エネ・省CO₂の新たな展開』

　 『省エネ・省CO₂対策の実証報告』　　　　　　　　参加申込書◆

　　　　　※下記の書式にご記入の上、FAXまたはE-mailにて１２月２８日（水）までにお申込み下さい。

　　　　　※申込書にご記入頂いた情報は、シンポジウムの事務運営目的以外には使用いたしません。

組織名

所在地

連絡先電話番号

E-mail

参加代表者氏名 所属・役職 参加する 参加しない

参加者氏名 所属・役職 参加する 参加しない

参加者氏名 所属・役職 参加する 参加しない

参加者氏名 所属・役職 参加する 参加しない

参加者氏名 所属・役職 参加する 参加しない

参加者氏名 所属・役職 参加する 参加しない

参加者氏名 所属・役職 参加する 参加しない

【意見交換会】　参加費3,000円

E-mail：　kankyo-symposium@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

参加人数合計

参加費合計

◆お問い合わせ・お申し込み先◆
京都大学　環境安全保健機構　シンポジウム担当

〒606-8501　京都市左京区吉田本町

※参加費は当日受付にて徴収いたしますので、お釣り
のないようにお持ち下さい。また会場の国際交流ホール
は時計台記念館2階南側にございます。

電話：（075）753-2362　　FAX：（075）753-2355

人

円

京都大学環境安全保健機構　シンポジウム・ワークショップ（2012/1/13開催）

（参加費3,000円）

18：00～19：30

事前申込みが必要

意見交換会参加

　〒


